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＜連絡事項＞

· 利用者様の新しい担当表を作成したので、各自見ておく事。各セクションをローテーションしているスタッフもいるため、面談等は担当は関係なく出来るスタッフが行っていく事。

· ｗｉｚの回覧機能が使用できるようになったので、本日からカンファレンス記録等、ｗｉｚの回覧で送る事。

· 本日17:30よりユーティリティーホールにて回想法の勉強会が行われる。

· 明日17:30よりユーティリティーホールにてSSTの勉強会が行われる。

· 明日17:30より会議室にて、PSWの勉強会が行われる。

· ピアレビューの本番用の文章作成を各部署に振り分けする予定となっている。

＜外来より＞

· 中村　鶴子様～胃の不調を訴えており、ガスター処方となっている。様子を見て状態が改善しない　

ようであれば検査を行うよう話がある。次回採血予定。

· 秋山　和子様～シンラック液がまだ残っているとのことで、残り一本になったら伝えるよう話があ　　

る。

· 村井　節子様～自宅のストーブが壊れた事を話している。

＜接遇委員会　勉強会＞

利用者様の要望をどこまで聞き入れればよいか

· 「ダメです！」では相手の気分を害する

自分が行っていることや言っていることを「ダメです」と否定されると、誰でもショックを受けたり反抗したくなったりとマイナスの気持ちや行動を引き起こす。ダメな事を「ダメ」という言葉を使わずに伝えるには、断定的、命令的な言い方ではなく、依頼形（～していただけますか。○○お願いします、等…）を使うようにする。また、何故ダメなのかという理由を説明しなければ相手は納得できない。また違う方法を提案すると、相手にも不快な印象を与える事が少なくなる。

⇒デイケアで糖尿病の利用者様が、食事以外に菓子パン等を食べていた場合。

　間食はやめたほうが良い事を伝える。その理由として決められた食事以外に間食をする事で、病状の悪化につながる事を説明し、糖尿病が悪化した場合の危険性も説明する。空腹を感じた場合の上手な間食の仕方、食事の取り方等も説明する。

⇒デイケアメンバー間で物のやり取りを行っているのを発見した場合

　デイケアのルールとして、「物のやりとりは禁止」となっている事を伝え、どうしてそのようなルールが出来たかを説明する。

· 上手な断り方

断られる、ということは誰にとってもよいものではない。その感情を和らげる方法の1つに、「申し訳ございません」「すみません」「恐れ入りますが」等のクッション言葉というものがある。クッション言葉を聞くと、相手は次の返事がNOになると感じる。そこでお断りする言葉を使うと、「ああ、やっぱり」と1度のショックが2分される事になる。その上で何故断るのかという理由を説明する事が重要である。




















































